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会場：大阪中央公会堂
主催：（財）ビル管理教育センター
http://www.bmc.or.jp
交通： 地下鉄御堂筋線「淀屋

橋」駅下車1番出口徒歩約
5分
京阪電鉄｢淀屋橋｣駅下

車徒歩約5分

q

会場：パシフィコ横浜展示ホール
主催：（社）神奈川県産業貿易振興

協会、（社）横浜市工業連合
会、神奈川県、横浜市

http://www.tech-yokohama.jp/
交通： みなとみらい線「みなとみ

らい」駅下車、徒歩約3分
JR、市営地下鉄「桜木

町」駅下車、徒歩約12分
バス、「桜木町」駅：駅

前バスターミナルより「パ
シフィコ横浜方面行き」で
約7分

q
会場：東京ビックサイト　西1・

2ホール
主催：リード エグジビション、

ジャパン株式会社
共催：水 素 エネル ギー 協 会
（HESS）、燃料電池開発情
報センター（FCDIC）

http://www.reedexpo.co.jp/fc/jp/
交通： りんかい線「国際展示

場」駅下車徒歩約7分
ゆりかもめ「国際展示場

正門」駅下車徒歩約3分

本社 〒213-0006 川崎市高津区下野毛1丁目8番28号
TEL・044-833-8900（代）FAX・044-833-2671

大阪支店 〒530-0043 大阪市北区天満4丁目13番6号
TEL・06-6354-5800（代）FAX・06-6354-5801

福岡営業所 〒812-0007 福岡市博多区東比恵3丁目27番1号
TEL・092-431-8803 FAX・092-481-5037

札幌営業所 〒060-0004 札幌市中央区北四条西12丁目1-28（日宝北
四条ビル6F）TEL・011-209-3675 FAX・011-272-9250

北関東営業所 〒362-0048 埼玉県上尾市大字川217-3（藤和ビル）
TEL・048-725-5682 FAX・048-781-3078

名古屋営業所 〒460-0015 名古屋市中区大井町3-15（日重ビル3F）
TEL・052-332-5175 FAX・052-332-5176
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高島秋帆の秋帆とい

うのは号で、諱（いみ

な）は茂敦、字は舜臣・

子厚、通称は糾之丞、

あるいは四郎太夫といった。寛政十（一七九

八）年に長崎で生まれた。

父は長崎の町年寄であり、同時に出島砲台

の責任者だった。秋帆は父から荻野流・天山流

の砲術を学んだが、その古さに疑問を持った。

長崎港にはオランダ船が入港する。

それをみていた秋帆は、

「こんな古い砲術で日本を守りきれるのだろ

うか」

と思った。

かれが砲術に関心を持ち、その改善を志し

たのは、あくまでも「日本の国を自らの手で守

る」という国防意識である。

そこで、通訳に頼んでオランダの兵学書や科

学書をしきりに勉強した。

天保五（一八三四）年ごろには自分なりに「高

島流の砲術」をまとめ、ヨーロッパ風の砲術論

を教えるようになった。

ところがたまたま起ったアヘン戦争（天保十

年）の結果に大変なショックを受け、日本にも外

国列強の手がおよぶ危機を感じた。そこでか

れなりに意見書をつくって、

「日本国土を守るためには、やはり大砲をはじ

めとする武器や兵の調練をヨーロッパ並にすべ

きだ」

という趣旨を幕府に提出した。

幕府も危機を感じていたときだから、秋帆の

この意見書を取り入れた。そこで秋帆に上京

を命じ江戸郊外の徳丸ヶ原（東京都板橋区）

で、日本最初の洋式砲術演習をおこなわせた。

これが成功したので幕府は、伊豆代官の江川

太郎左衛門と下曾根金三郎のふたりを秋帆の

門人として高島流砲術を学ばせた。

ところがそのころ幕府の目付で鳥居耀蔵と

いう人物がいて、かれ

の父は幕府の大学頭林

述斎だったので、ことさ

らにオランダ学を嫌っ

ていた。

そこで当時オランダ学に関心を持つ知識人

を一掃するために「蛮社の獄」を起し、高島秋

帆もその対象として罰された。

「かれらには日本を外国に売渡す陰謀がある」

というでっち上げの理由によってである。

高島秋帆は投獄された。

しかしその後アメリカからペリーがやってきた

りして、日本人の国際認識も大きく変った。禁

固十年ののち嘉永六（一八五三）年に秋帆は

赦免となり、門人の江川太郎左衛門のところに

身を寄せた。

安政二（一八五五）年にはふたたび幕臣とし

て再雇用され、鉄砲方手付教授方頭取などの

ポストにつかされた。さらに安政四（一八五七）

年には富士見御宝蔵番兼講武所砲術師範役を

命ぜられた。

かれのひたむきな日本国防のための幕府軍

事力近代化への貢献は、多くの人の知るとこ

ろとなり「火技中興洋兵開基」という尊号を与

えられる。

秋帆の幕府国防力の改善意欲は、あくま

でも、

「日本を日本人の手で守ろう」

ということが動機であって、幕府の目付・鳥

居耀蔵のいうような、

「日本の国土を外国人に売渡す売国奴」

などでは決してない。

幕末の近代砲術家といわれる人びとはほと

んどが秋帆の門人である。おそらく秋帆の純粋

な国防理念に感動し、自分たちもおなじ志を実

現しようとした人物ばかりであった。

秋帆は慶応二（一八六六）年一月十四日に死

んだ。満六十八歳であった。



（インタビュー・構成／荒田雅之）

■
これまでにも光明理化学工業ではリン化
水素の検知管はあったが、新製品は大麦
や小麦、大豆、ごまなどの穀類のくん蒸
用として開発された。くん蒸中の濃度を
測るのがSS型で、くん蒸終了後、開放作
業時の濃度を測るのがSG型である。リ
ン化水素を検知すると鮮やかなオレンジ
色を発色する。
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Photo by Miyuki Sasaki

（インタビュー・構成／荒田雅之）

光明理化学工業（株）は、（社）日本くん蒸技術協会設
立以来、多年にわたり協会の事業推進に貢献。その
功績に対し、07年10月17日に行われた（社）日本くん
蒸技術協会の創立30周年記念式典において、管原
敏夫会長より感謝状を授与された。

日本くん蒸技術協会では検疫くん蒸安全対策推進事業
を実施。作業の安全、作業者の健康管理について検討
している。事故が発生した場合には、原因解明や具体
的な対応策の検討も行っている。

写真提供：社団法人日本くん蒸技術協会

海港における植物検疫。大型専用船で輸入される穀類は植物検疫官によって船倉で検査が実施される。写真
は小麦の輸入検査風景である。

写真提供：植物防疫所

Photo by Masayoshi Kajiura


